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研究要旨 

重症筋無力症(myasthenia gravis : MG)は神経筋接合部のシナプス後膜上にある標的抗原に対する自
己抗体の作用により，神経筋接合部の刺激伝達が障害されて生じる自己免疫疾患である．男女比は
1 : 1.7 で女性に多いことが明らかとなっている．実臨床の場においては，女性患者にみられる月経
周期とMG症状増悪の関連があり，これに関する報告は新しいものでも20年以上前にさかのぼる．
MG女性患者におけるMG症状の増悪と月経周期との関連性について明らかとすることを目的とし，
女性患者に対するアンケート調査結果を解析した．結果，MG 女性例の 54.2%に月経関連時増悪を
認め，月経 1週間前から月経中に症状が増悪することが明らかとなった．月経はMG増悪のリスク
因子になりうるが，さらなる調査検討を要する．MG 症例の診療に当たり，単に疾患の性差だけで
はなく，女性患者に生じうる症状変動をも認識する必要があることが示唆された． 
 

目 的 

重症筋無力症(myasthenia gravis : MG)は神経
筋接合部のシナプス後膜上にある標的抗原に対
する自己抗体の作用により，神経筋接合部の刺
激伝達が障害されて生じる自己免疫疾患で，男
女比は 1 : 1.7 で女性に多い．実臨床の場におい
ては，女性患者にみられる月経周期とMG症状
増悪の関連があり，これに関する報告は新しい
ものでも 20 年以上前にさかのぼる 1,2)．MG 女
性患者におけるMG症状の増悪と月経周期との
関連について調査検討した． 
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方 法 

2018年 2～5月に当院を受診したMG女性患者
と埼玉県MG患者会に参加された女性患者にア
ンケート調査を行い，その結果について解析し
た． 

結 果 

症例は 30 例，調査時の平均年齢は 50.3 歳（範
囲 28－76）．罹病期間の平均は 12.2 年（1－40） 
で，眼筋型 4例，全身型 26例であった． 
26 例(87%)は経口ステロイド（PSL）治療を
受けており，現在の PSL内服量は 7.3 mg/日(0
－35)であった．調査時に月経を有していたのは
17 例であった．この 17 例のうち月経周期と
MG症状増悪に関連がある群(増悪あり群，n = 
13)と関連がない群(増悪なし群，n = 9)に分け
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てさらに検討した．PSL治療を受けているのは
増悪あり群の方が有意に多く(P = 0.03)，現在
の PSL 内服量も増悪あり群の方が有意に多か
った(P = 0.03).  
月経周期とMGの症状増悪に関連があると答
えたのは54.2%(回答者24人中13人)であった．
月経の度に毎回増悪すると答えたのは
66.7%(回答者 15 人中 10 人)，月経 1 週間前か
ら月経中にかけて症状増悪が見られることが多
かった．症状増悪は日常生活に支障が生じてい
る場合が多いことがわかった． 

考 察 

 月経と神経疾患については，月経関連時片頭
痛がよく知られるが，多発性硬化症も 42%が月
経直前または開始時に症状が増悪すると言われ
る 3)．女性ホルモンと MG の関連については，
エストロゲンは EAMG を増悪させる方向に働
く報告 4)があるが，月経時はエストロゲン，プ
ロゲステロンともに低下しているが，ホルモン
の値だけではなく変動することが，症状増悪と
関連する可能性がある．PSLと月経時関連症状
増悪については更なる検討を要する． 

結 論 

MG女性例の 54.2%に月経関連時増悪を認め，
月経 1 週間前から月経中に症状増悪を認めた．
月経はMG増悪のリスク因子になりうるが，さ
らなる調査検討を要する．MG 症例の診療に当
たり，単に疾患の性差だけではなく，女性患者
に生じうる症状変動をも認識する必要がある．  
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